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研究業績 

 

氏名  

吉澤 誠 Makoto Yoshizawa 

 

最終所属部局・職名  

サイバーサイエンスセンター 研究開発部 先端情報技術研究部・教授 

 

出身学校 

東北大学 工学部 電気工学科 1978年 卒業 

 

出身大学院 

東北大学 大学院工学研究科 電気及通信工学 博士課程前期 2年の課程 1980年 修了 

東北大学 大学院工学研究科 電気及通信工学 博士課程後期 3年の課程 1983年 修了 

 

取得学位 

工学士 東北大学 1978年 

工学修士 東北大学 1980年 

工学博士 東北大学 1983年 

 

略歴 

1983年—1990年 東北大学 工学部 通信工学科 助手 

1990年—1991年 東北大学 工学部 通信工学科 助教授 

1991年—1994年 豊橋技術科学大学 工学部 知識情報工学系 助教授 

1994年—1996年 東北大学 大学院情報科学研究科 情報基礎科学専攻 助教授 

1996年—1997年 東北大学 工学部 電気工学科 助教授 

1997年—2001年 東北大学 大学院工学研究科 電気・通信工学専攻 助教授 

2001年—2008年 東北大学 情報シナジーセンター 研究開発部 先端情報技術研究部 教授 

2008年—2021年 東北大学 サイバーサイエンスセンター 研究開発部 先端情報技術研究部 教授 

この間， 

1999年 6月 1日—1999年 11月 2日 米国ジョンズホプキンズ大学医学研究所 客員研究員 

1999年 11月 3日—1999年 12月 3日 米国ベーラー医科大学医学部 客員研究員 

 

研究経歴 

1981年—1993年 人間-機械系に関する研究 

1986年—現在 人工心臓の制御と監視に関する研究 
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1987年—現在 バーチャルリアリティの医療応用に関する研究 

1998年—現在 映像の生体影響評価に関する研究 

2007年—現在 遠隔医療に関する研究 

 

専門分野 

⚫ 制御工学 

⚫ 生体医工学 

 

研究課題 

⚫ 人間-機械系に関する研究  

⚫ 人工心臓の制御と監視に関する研究 

⚫ バーチャルリアリティの医療応用に関する研究 

⚫ 映像の生体影響評価に関する研究 

⚫ 遠隔医療に関する研究 

 

所属学会 

⚫ 計測自動制御学会 

⚫ 日本生体医工学会 

⚫ 日本循環制御医学会 

⚫ 日本人工臓器学会 

⚫ 日本バーチャルリアリティ学会 

⚫ 日本統合医療学会 

⚫ 電気学会 

⚫ IEEE Engineering in Medicine and Biology Society 

 

学会活動 

⚫ 計測自動制御学会東北支部 運営専門委員（平成 6年 4月～平成 18年 3月） 

⚫ 計測自動制御学会東北支部 評議員（平成 18年 4月～令和 3年 3月） 

⚫ 計測自動制御学会東北支部 支部長（平成 24年 1月～平成 25年 12月） 

⚫ 日本生体医工学会東北支部 幹事（平成 6年 4月～令和 3年 3月） 

⚫ 計測自動制御学会 会誌編集委員（平成 11年 4月～平成 13年 3月）   

⚫ 計測自動制御学会 財務理事（平成 17年 4月～平成 18年 3月）   

⚫ 計測自動制御学会 監事（平成 18年 4月～平成 19年 3月）  

⚫ 日本人間工学会 評議員（平成 6年 4月～平成 24年 3月）  

⚫ 日本生体医工学学会 会誌編集委員（平成 12年 4月～令和 3年 3月）  

⚫ 日本生体医工学学会 評議員（平成 13年 4月～令和 3年 3月）  
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⚫ 日本循環制御医学会 評議員（平成 17年 4月～令和 3年 3月）  

⚫ 日本人工臓器学会 評議員（平成 18年 4月～平成 21年 3月）  

⚫ 日本バーチャルリアリティ学会 理事（平成 19年 4月～平成 22年 3月）  

⚫ 第 11回日本代替・相補・伝統医療連合会議・第 7回日本統合医療学会合同大会 2007 in 松島

第 7回日本統合医療学会大会長（平成 19年 12月） 

⚫ 第 42回日本生体医工学会東北支部大会大会長（平成 20年 12月 13日） 

⚫ IEEE Engineering in Medicine and Biology Society 理事（平成 21年 1月～平成 24年 12月） 

⚫ Guest editor of Displays for the special issue “Assessing Comfortable 3D Visual Environment Based 

on Human Factors”（平成 22年 1月～平成 23年 12月） 

⚫ 2012年 SICE Annual Conference 2012実行委員（平成 23年 12月～平成 24年 7月） 

⚫ 日本統合医療学会 理事（平成 23年 4月～平成 27年 3月） 

⚫ IEEE EMBC2012 Session Organizer（平成 24年 1月～平成 25年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2012 Associate Editor（平成 24年 1月～平成 24年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2013 Associate Editor（平成 25年 1月～平成 25年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2014 Associate Editor（平成 26年 1月～平成 26年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2015 Associate Editor（平成 27年 1月～平成 27年 7月） 

⚫ 計測自動制御学会 FAN2016 実行委員長（平成 27年） 

⚫ 第 44回人工心臓と補助循環懇話会 代表世話人（平成 28年 3月 4日，5日） 

⚫ IEEE EMBC2016 Associate Editor（平成 28年 1月～平成 28年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2017 Associate Editor（平成 29年 1月～平成 29年 7月） 

⚫ 電気学会 東北支部長（平成 29年 4月～令和 2年 3月） 

⚫ 電気学会 理事（平成 29年 5月～令和 2年 4月） 

⚫ IEEE EMBC2018 Associate Editor（平成 30年 1月～平成 30年 7月） 

⚫ 第 23回日本バーチャルリアリティ学会大会長（平成 30年 9月 19日～9月 21日） 

⚫ IEEE EMBC2019 Associate Editor（平成 31年 1月～令和 1年 7月） 

⚫ IEEE EMBC2020 Associate Editor（令和 2年 1月～令和 2年 7月） 

⚫ 日本人工臓器学会 特別会員（令和 2 年 11 月 12 日～現在） 

 

研究キーワード 

生体制御, 人工心臓, バーチャルリアリティ，遠隔医療 

 

担当授業科目 

(学部教育) 

システム制御工学 A 1993年 － 2021年 3月 

システム制御工学 B 1995年 － 2021年 3月 

創造工学研修 2002年 － 2021年 3月 
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(大学院教育) 

システム制御工学 2004年 － 2021年 3月 

医用システム制御学 2010年 － 2016年 3月 

生体計測制御医工学 2016年 － 2021年 3月 

 

学術論文（学術雑誌・国際会議） 

1. 小脳脊髄変性症における失調性運動機能障害と EG626 の効果---手動制御系による定量的評価．[診

断と治療, 69, (1981), 171-176] 木村 格, 大友 仁, 吉澤 誠, 竹田 宏 

2. 手動制御系における人間オペレ-タのむだ時間補償機構．[計測自動制御学会論文集, 19, (1983), 665-

672] 吉澤 誠, 竹田 宏 

3. 中枢神経系疾患のむだ時間予測機能に及ぼす影響．[医用電子と生体工学, 23, (1985), 172-179] 吉

澤 誠, 竹田 宏, 大友 仁, 鴻巣 武, 佐藤 元 

4. 視覚フィ-ドバック情報の改変と身体動揺量の計測．[姿勢研究, 5, (1985), 39-46] 吉澤 誠, 箭内則文, 

竹田 宏, 大友 仁 

5. An output regulation model of human input adaptability in the manual control system．[IEEE Transactions 

on Systems, Man, and Cybernetics, SMC-18, (1988), 193-203] Makoto Yoshizawa and Hiroshi Takeda 

6. 老化および一側性脳機能障害が２次元手動制御特性の異方性に及ぼす影響．[医用電子と生体工学, 

26, (1988), 179-186] 大坂和久, 吉澤 誠, 竹田 宏, 大友 仁, 鴻巣 武, 佐藤 元 

7. 人間オペレ-タの制御特性の異方性と脳の両側性．[医用電子と生体工学, 26, (1988), 187-195] 吉澤 

誠, 二坂広美, 竹田 宏, 大友 仁, 鴻巣 武, 佐藤 元, 大坂和久 

8. 補助人工心臓駆動下の循環系オンライン同定．[医用電子と生体工学, 26, (1988), 83-91] 吉澤 誠, 

馮 金山, 竹田 宏, 三浦 誠, 山家智之, 片平美明, 仁田新一 

9. 補助人工心臓駆動下の腎交感神経活動についての実験的研究．[自律神経, 26(4), (1989), 373-379] 

山家智之, 仁田新一, 片平美明, 菌部太郎, 田中元直, 三浦誠, 毛利平, 吉澤誠, 竹田宏 

10. 補助人工心臓の自動制御システムの開発と血行動態のセンサとしての利用．[人工臓器, 18(2), (1989), 

646-649] 三浦誠, 佐藤尚, 毛利平, 山家智之, 片平美明, 仁田新一, 吉澤誠, 馮金山 

11. 腎交感神経情報を用いた補助人工心臓至適駆動条件設定に関する実験的研究．[人工臓器, 18(2), 

(1989), 584-587] 山家智之, 仁田新一, 片平美明, 菌部太郎, 田中元直, 佐藤尚, 三浦誠, 本郷忠

敬, 渡辺孝, 毛利平, 吉澤誠 

12. 計測及び解析機能を有する補助人工心臓適応制御システム．[ＭＥ誌, 27(2), (1989), 92-100] 吉澤誠, 

馮_金山, 竹田宏, 三浦誠, 山家智之, 片平美, 仁田新一 

13. 循環系シミュレ-タによる補助人工心臓適応制御系の設計と評価．[ＭＥ誌, 27(1), (1989), 8-18] 馮 金

山, 吉澤誠, 竹田宏, 三浦誠, 山家智之, 片平美, 仁田新一 

14. 循環系シミュレ-タによる補助人工心臓適応制御系の設計と評価．[医用電子と生体工学, 27, (1989), 8-

18] 馮 金山, 吉澤 誠, 竹田 宏, 三浦 誠, 山家智之, 片平美明, 仁田新一 

15. 補助人工心臓駆動制御における最適動作点の維持．[人工臓器, 19(1), (1990), 143-146] 吉沢 誠, 竹
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田 宏, 三浦 誠, 山家 智之, 片平 美明, 仁田 新一 

16. Effect of Left Ventricular Assistance on Sympathetic Tone．[Int.J.Arti.Org, 13(2), (1990), 681-686] T. 

Yambe, S. Nitta, Y. Katahira, T. Sonobe, M. Tanaka, M. Miura, N. Satoh, H. Mohri, M. Yoshizawa and H. 

Takeda 

17. 補助人工心臓多変数制御のための循環系応答の解析．[ＭＥ誌, 28(2), (1990), 122-129] 馮金山, 吉

沢 誠, 竹田 宏, 三浦 誠, 山家 智之, 片平 美明, 仁田 新一 

18. 補助人工心臓装着時循環系における自己心拍出量の一推定法---模擬循環系における探討．[ＭＥ誌, 

28(3), (1990), 230-233] 吉沢 誠, 蔵本 健一, 竹田 宏, 三浦 誠, 山家 智之, 片平 美明, 林 博行, 

仁田 新一 

19. Effect of Left Ventricular Assistance in the Various Pumping Modes on Sympathetic Tone．[Arti.Org, 14(4), 

(1990), 146-148] T. Yambe, S. Nitta, Y. Katahira, T. Sonobe, M. Tanaka, M. Miura, N. Satoh, H. Mohri, M. 

Yoshizawa and H. Takeda 

20. Effect of exercise intensity on the spectral properties of skin blood flow．[Japanese Journal of Physiology, 

44, (1994), 533-546] Yoshifumi Yasuda, Makoto Yoshizawa, and Hitoo Nishino Hashimoto 

21. 人工心臓制御のための自律神経系情報の伝達特性の解析．[人工臓器, 23(1), (1994), 65-70] 小出 

訓, 吉澤 誠, 阿部 健一, 竹田 宏, 山家 智之, 仁田新一, 阿部 裕輔, 井桁 宏 

22. 末梢血管抵抗の変化により検討した補助人工心臓の最適駆動位相．[人工臓器, 23(1), (1994), 71-75] 

秋保 洋, 仁田新一, 山家智之, 小出 訓, 吉澤 誠, 阿部 健一 

23. 人工心臓による循環は決定的カオスの法則に従うか?．[人工臓器, 23(3), (1994), 545-550] 山家智之, 

仁田新一, 片平美明, 小出 訓, 阿部 健一, 竹田 宏, 吉澤 誠 

24. 完全体内埋め込み型補助人工心臓システムの開発．[人工臓器, 23(3), (1994), 590-594] 仁田新一, 

山家智之, 吉澤 誠 

25. 体内埋め込み用完全人工心臓の最適動作点制御システムの開発．[人工臓器, 23(3), (1994), 551-558] 

吉澤 誠, 竹田 宏, 山家智之, 仁田新一 

26. Assessing cardiovascular dynamics during ventricular assistance．[IEEE Engineering in Medicine and 

Biology Magazine, 13(5), (1994), 687-692] Makoto Yoshizawa, Hiroshi Takeda, Tomoyuki Yambe, and 

Shinichi Nitta 

27. Chaotic hemodaynamics during oscillated blood flow． [Artificial Organs, 18(9), (1994), 633-637] 

Tomoyuki Yambe, Sinichi Nitta, Taro Sonobe, Shinichi Kobayashi, Satoshi Koide, Hiroshi Takeda, and 

Makoto Yoshizawa 

28. A less invasive Emax estimation method for weaning from assistance．[IEEE. Trans. on Biomedical 

Engineering, 42(12), (1995), 1165-1173] S. Nitta, M. Yoshizawa, T. Yambe, M. Tanaka and H. Takeda 

29. Fractal dimension analysis of the muscle sympathetic nerve activity．[Pathophysiology, 2, (1995), 173-

176] T. Yambe, S. Nitta and M. Yoshizawa 

30. 体血管インピ-ダンスより検討した振動流型補助人工心臓の慢性実験による評価．[人工臓器, 24(1), 

(1995), 13-17] 小林 信一, 仁田 新一, 山家 智之, 橋本 弘之, 吉澤 誠 
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31. Totally Implantable Ventricular Assist System Using a Vibrating Flow Pump．[Artificial Organs, 19(7), 

(1995), 676-679] S. Nitta, T. Yambe, M. Yoshizawa and K. Abe 

32. 人工心臓制御のための血行力学的パラメータ推定．[0, 24(6), (1995), 1099-1106] 木佐貫 誠, 吉澤 

誠, 阿部 健一, 竹田 宏, 山家 智之, 仁田 新一, 鎮西 恒雄, 阿部 裕輔, 井街 宏 

33. 完全置換型人工心臓の適応制御システムの開発．[人工心臓, 24(5), (1995), 976-981] 田中 明, 吉澤 

誠, 阿部 健一, 山家 智之, 仁田 新一, 竹田 宏, 鎮西 恒雄, 藤正 厳, 阿部 裕輔, 井街 宏 

34. 電磁駆動式振動流ポンプを用いた右心バイパスが肺循環に与える影響に関する実験的検討．[人工臓

器, 24(4), (1995), 919-923] 井筒 憲司, 仁田 新一, 山家 智之, 吉澤 誠, 阿部 健一 

35. Filtering non-correlated noise in impedance cardiography．[IEEE Trans. on Biomedical Engineering, 

BME-42(3), (1995), 324-327] Allan K. Barros, Makoto Yoshizawa, and Yoshifumi Yasuda 

36. Less invasive method for estimating Emax under cardiac assistance - Angular frequency method．[Heart 

Replacement, 5, (1996), 289-292] Makoto Yoshizawa, Shozo Iemura, Ken-ichi Abe, Daisuke Sato, Hiroshi 

Takeda, Tomoyuki Yambe and Shin-ichi Nitta 

37. 人工心臓制御における新しい最適動作点決定アルゴリズム．[人工臓器, 25(3), (1996), 527-533] 石川 

晃, 吉澤 誠, 田中 明, 阿部 健一, 山家 智之, 仁田 新一 

38. Strange hemodynamic attractor parameter with 1/R total artificial heart automatic control algorithm．[Int. 

J. of Artificial Organs, 19(5), (1996), 302-306] T. Yambe, Y. Abe, M. Yoshizawa, K. Imachi, K. Tabayashi, 

H. Takayasu, H. Takeda, K. Gouhara and S. Nitta 

39. Fluctuations of the hemodynamic derivatives during left ventricular assistance using oscillated blood flow．

[Artificial Organs, 20(6), (1996), 637-640] Tomoyuki Yambe, Shin-ichi Kobayashi, Shunsuke Nanka, 

Hidetoshi Matsuki, Ken-ichi Abe and Makoto Yoshizawa 

40. Extracting 1/f Fluctuation from the arterial blood pressure of an artificial heart．[Artifical Organs, 20(7), 

(1996), 777-782] Tomoyuki Yambe, Shunsuke Nanka, Shigeru Naganuma, Shin-ichi Nitta, Akira Tanaka, 

Kenichi Abe and Makoto Yoshizawa 

41. 完全人工心臓 1/R 制御による 532 日生存ヤギの長期血行動態と病態生理．[人工臓器, 26(1), (1997), 

21-26] 阿部裕輔, 鎮西恒雄, 磯山 隆, 満渕邦彦, 松浦弘幸, 馬場一憲, 河野明正, 小野俊哉, 望

月修一, 孫 艶藻, 今西 薫, 吉澤 誠, 田中 明, 内山賢一, 藤正 巌, 渥美和彦, 井街 宏 

42. 耐久性と経済性を考慮した胸腔内埋込型完全人工心臓ポンプの試作．[人工臓器, 26(1), (1997)] 山

家智之, 福留明, 薗部太郎, 小林信一, 永沼滋, 南家俊介, 柿沼義人, 秋保洋, 静和彦, 福寿岳雄, 

三浦誠, 田林晄一, 吉澤 誠, 仁田新一 

43. 人工心臓用適応制御系の同定能力と安定性の評価．[人工臓器, 26(1), (1997), 114-118] 田中 明, 吉

澤 誠, 阿部健一, 竹田 宏, 山家智之, 仁田新一, 阿部裕輔, 井街 宏 

44. バーチャルリアリティのセンサを応用した埋込型人工心臓モニタリングシステムの試作．[人工臓器, 

26(3), (1997), 588-592] 山家智之, 仁田新一, 薗部太郎, 小林信一, 永沼滋, 南家俊介, 柿沼義人, 

秋保洋, 静和彦, 福寿岳雄, 三浦誠, 田林晄一, 吉澤 誠, 福留明 

45. Nonlinear mathematical analysis of the hemodynamic parameters during left ventricular assistance with 
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oscillated blood flow．[Artificial Organs, 21(7), (1997), 625-629] T. Yambe, S. Kobayashi, T. Sonobe, S. 

Naganuma, S. Nanka, H. Hashimoto, M. Yoshizawa, K. Tabayashi, H. Takayasu, H. Takeda, S. Nitta 

46. Pulmonary arterial impedance analysis by the use of the oscillated assist flow．[Artificial Organs, 21(7), 

(1997), 751-754] T. Yambe, K. Shizuka, K. Izutsu, T. Sonobe, S. Naganuma, S. Kobayashi, S. Nanka, H. 

Hashimoto, M. Yoshizawa, K. Tabayashi, H. Takeda, S. Nitta 
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15. Best Presentation Awards，2010 年 8 月 

受賞論文：鈴木 宏幸，武樋 蕗子，高畑 正一，松永 大樹，吉澤誠，「東北大学サイエンス

カフェ学生ボランティアスタッフ活動報告」，日本工学教育協会第 58 回年次大会工学・工業

教育研究講演会 

16. 生体医工学シンポジウム 2011 ベストリサーチアワード，2011 年 9 月  

受賞論文：阿部 誠，テルマ ケイコ スガイ，吉澤 誠，本間 経康，杉田 典大，清水 

一夫，後藤 萌，稲垣 正司，杉町 勝，砂川 賢二：植込み型除細動器用致死性不整脈検

出アルゴリズムの高速・高精度化 , 生体医工学シンポジウム 2011, CD-ROM (1-8-8), 

(September 2011). 

17. 18th International Symposium of Tohoku University GCOE Programme Global Nano-Biomedical 

Engineering Education and Research Network Centre, Poster Presentation Award，2012 年 3 月 

受賞論文：Makoto Abe, Telma Keiko Sugai, Makoto Yoshizawa, Kazuo Shimizu, Moe Goto, Masashi 

Inagaki, Masaru Sugimachi, Kenji Sunagawa: Detection of Life-threatening Arrhythmias using a 

Multiple Regression Model, 18th International Symposium of Tohoku University Global COE 

Programme Global Nano-Biomedical Engineering Education and Research Network Centre, pp. 107-

108 (March 2012). 

18. 平成 23 年度 生体医工学会論文賞・阪本賞，2012 年 5 月 11 日 

受賞論文：阿部 誠，テルマ ケイコ スガイ，吉澤 誠，山家智之，清水一夫，後藤 萌，

稲垣正司，杉町 勝，砂川賢二 「重回帰分析を用いた致死性不整脈検出アルゴリズムに関

する検討」，生体医工学，Vol.48, No.6, pp.577-583 (2010). 

19. 第 274 回計測自動制御学会東北支部研究集会 優秀発表奨励賞，2012 年 7 月 13 日 

受賞論文：荻原健, 杉田典大, 吉澤誠,本間経康, 阿部誠, 松岡成己,斉藤功一, 後藤厚志:シー

ト型微小変位センサを用いた心拍数の推定法，第 274 回計測自動制御学会東北支部研究集

会，資料番号 254－5（2012 年 7 月 13 日秋田県立大学） 

20. 生体医工学シンポジウム 2012 ベストリサーチアワード，2012 年 9 月 

受賞論文：Makoto Abe, Makoto Yoshizawa, Norihiro Sugita Akira Tanaka, Noriyasu Homma, 

Tomoyuki Yambe, Shin-ischi Nitta：Physiological Evaluation of Visually-Induced Motion Sickness 

Using Independent Component Analysis of Photoplethysmogram, 生体医工学シンポジウム 2012, 

2-3-03, pp.200-206 (September 2012). 

21. Finalists of Young Author's Award in SICE2012 Annual Conference，2012 年 8 月  

受賞論文：Xiaoyong Zhang, Noriyasu Homma, Yoshihiro Takai, Yuichiro Narita, Makoto Abe, 

Norihiro Sugita, Makoto Yoshizawa: 「Lung Tumor Motion Estimation Using 3-D Phase Correlation 
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for Radiotherapy Treatment」 

22. 第 277 回計測自動制御学会東北支部研究集会 優秀発表奨励賞，2012 年 12 月 3 日 

受賞論文：半田岳志, 張暁勇, 本間経康, 川住祐介, 石橋忠司, 阿部誠, 杉田典大, 吉澤誠：

画像解剖学的な乳腺異常推定による乳房 X 線画像上の構築の乱れ病変検出法，第 277 回計

測自動制御学会東北支部研究集会，資料番号 277-1（2012 年 12 月 3 日東北大学） 

23. 第 279 回計測自動制御学会東北支部研究集会 優秀発表奨励賞，2013 年 3 月 4 日 

受賞論文：新沼大樹, 杉田典大, 吉澤誠, 阿部誠, 本間経康，山家智之, 仁田新一：同一映像

複数回視聴による 3D 映像の生体影響評価，第 279 回計測自動制御学会東北支部研究集会，

資料番号 279-4（2013 年 3 月 4 日東北学院大学） 

24. Finalists of the SICE Annual Conference International Award in SICE2013，2013 年 8 月 30 日 

受賞論文：Xiaoyong Zhang, Noriyasu Homma,Yoshihiro Takai,Yuichiro Narita, Kei Ichiji, Makoto 

Abe, Norihiro Sugita, Makoto Yoshizawa: A Kernel-Based Method for Real-Time Markerless Tumor 

Tracking in Fluoroscopic Image Sequence 

25. 生体医工学シンポジウム 2013 ベストリサーチアワード，2013 年 9 月 20 日 

受賞論文：阿部 誠, 新沼 大樹, 吉澤 誠, 杉田 典大, 本間 経康, 山家 智之, 仁田 新一：生

理的指標を用いた 3 次元映像の生体影響評価における心理的影響の減衰 

26. 第 23 回インテリジェント・システム・シンポジウム プレゼンテーション賞，2013 年 9 月 25

日 

受賞論文：市地慶，本間経康，張曉勇，成田雄一郎，高井良尋，阿部誠，杉田典大，吉澤誠：

呼吸性位置変動時系列予測の性能改善のための知的モデル化の試み，ST-13-045，pp. 80-85，

第 23 回インテリジェント・システム・シンポジウム FAN2013 

27. 計測自動制御学会 東北支部 第 285 回研究集会 研究発表奨励賞，2013 年 12 月 7 日， 

受賞論文：小形奈緒子, 本間経康, 石橋忠司, 張暁勇, 大橋悠二, 長谷川奈保, 川住祐介，阿

部誠, 杉田典大, 吉澤誠：「構造情報に基づく乳房 X 線画像上の腫瘤陰影検出法」 計測自動

制御学会 東北支部 第 285 回研究集会，資料番号 285-2，東北学院大学，仙台市（2013 年 12

月 7 日） 

28. 電気学会 電子・情報・システム部門 技術委員会奨励賞，2014 年 1 月 14 日 

受賞論文：市地慶，本間経康，張曉勇，成田雄一郎，高井良尋，阿部誠，杉田典大，吉澤誠：

「呼吸性位置変動時系列予測の性能改善のための知的モデル化の試み」 ST-13-045，pp. 80-

85，第 23 回インテリジェント・システム・シンポジウム FAN2013（2013/9/25～26，福岡） 

29. 平成 25 年 電気学会 優秀論文発表 A 賞，2014 年 1 月 14 日 

受賞論文：市地慶，本間経康，張曉勇，成田雄一郎，高井良尋，阿部誠，杉田典大，吉澤誠：

「呼吸性位置変動時系列予測の性能改善のための知的モデル化の試み」 ST-13-045，pp. 80-

85，第 23 回インテリジェント・システム・シンポジウム FAN2013（2013/9/25～26，福岡） 

30. 2013 年度計測自動制御学会学術奨励賞，2014 年 2 月 21 日 

受賞論文：半田岳志，張暁勇，本間経康，川住祐介，石橋忠司， 阿部誠，杉田典大，吉澤
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誠： 「画像解剖学的な乳腺異常推定による乳房 X 線画像上の構築の乱れ病変検出法」 計

測自動制御学会 東北支部 第 277 回研究集会，資料番号 277-1，東北大学，仙台市（2012 年

12 月 3 日） 

31. 計測自動制御学会 東北支部 第 287 回研究集会 研究発表奨励賞，2014 年 3 月 17 日， 

受賞論文：山賀達也，吉澤誠，杉田典大，阿部誠，本間経康：3D 映像視聴における焦点距

離と輻輳距離の矛盾が生体に与える影響の評価，計測自動制御学会 東北支部 第 287 回研

究集会，資料番号 297-10，東北工業大学 八木山キャンパス，2014 年 3 月 17 日 

32. 計測自動制御学会東北支部 研究発表奨励賞，2014 年 8 月 

受賞論文：菊池 敏次，杉田 典大，阿部 誠，吉澤 誠: "足こぎ車いすの実走行追体験システ

ムの開発"，計測自動制御学会東北支部第 290 回研究集会，290-5, 2014 年 7 月発表（August 

2014） 

33. 電気学会 平成 25 年 電気学会 優秀論文発表 A 賞，2014 年 9 月 

受賞論文：市地慶, 本間経康, 張曉勇, 成田雄一郎, 高井良尋, 阿部誠, 杉田典大, 吉澤誠, 

“呼吸性位置変動時系列予測の性能改善のための知的モデル化の試み,” 第 23 回インテリジ

ェント・システム・シンポジウム FAN2013, ST-13-045, pp. 80-85, 福岡市, 2013 年 9 月 25 日

発表 

34. 生体医工学シンポジウム 2014 ベストリサーチアワード，2014 年 9 月 

受賞論文：Makoto Abe, Makoto Yoshizawa, Kazuma Obara, Norihiro Sugita, Noriyasu Homma, 

Tomoyuki Yambe: "Pilot study on evaluation of baroreflex function using green light 

photoplethysmogram", 生体医工学シンポジウム 2014, 1P-02 ，9 月 27 日発表  

35. 計測自動制御学会東北支部 研究発表奨励賞，2015 年 1 月 

受賞論文：小原 一誠，阿部 誠，杉田 典大，吉田 智契，吉澤 誠: "映像からの脈波情報抽

出"，計測自動制御学会東北支部 50 周年記念学術講演会, A202，pp.43-46, 2014 年 12 月 11 日

発表 

36. 計測自動制御学会 学術奨励賞，2015 年 2 月 20 日 

受賞論文：小形奈緒子, 本間経康, 石橋忠司, 張暁勇, 大橋悠二, 長谷川奈保, 川住祐介，阿

部誠, 杉田典大, 吉澤誠,“構造情報に基づく乳房 X 線画像上の腫瘤陰影検出法,” 計測自動

制御学会東北支部第 285 回研究集会，資料番号 285-2，東北学院大学，仙台市 2013 年 12 月

7 日発表 

37. 計測自動制御学会 東北支部 50 周年記念学術講演会 研究発表奨励賞，2014 年 12 月 11 日 

受賞論文：澁澤直樹，市地慶，張曉勇，本間経康，髙井良尋，吉澤誠：放射線治療のための

混合正規分布モデルを用いた X 線透視画像シーケンスからの腫瘍輝度成分抽出・強調，計

測自動制御学会 東北支部 50 周年記念学術講演会，資料番号 A203，東北大学（2014 年 12

月 11 日） 

38. 計測自動制御学会 東北支部研究発表奨励賞，2015 年 7 月 24 日 

受賞論文：石川玲美，杉田典大，阿部誠，吉澤誠，関和則，半田康延：「足こぎ車いす走行
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時の下肢 3 次元モデルの精度評価」 計測自動制御学会 東北支部 第 296 回研究集会，資料

番号 296-7，秋田大学（2015 年 7 月 24 日） 

39. 2015 年計測自動制御学会 システム・情報部門 SSI 研究奨励賞，2015 年 11 月 20 日 

受賞論文：市地慶， 本間経康, 張曉勇, 武田賢，髙井良尋，杉田典大，吉澤誠：呼吸性移動

時系列の最大リャプノフ指数推定に基づく予測可能性の検討，GS4-12, SY0010/15/0000-0175, 

pp. 175-179, 計測自動制御学会 システム・情報部 門学術講演会 2015（SSI2015）, 函館市，

（ 2015 年 11 月 20 日） 

40. 第２５回 インテリジェント・システム・シンポジウム (FAN 2015) プレゼンテーション賞 

受賞論文：塚田拓也，市地慶，張曉勇，本間経康，髙井良尋，吉澤誠：赤外線深度センサを

用いた体表面同時多点の呼吸誘導システムに関する研究，第２５回 インテリジェント・シ

ステム・シンポジウム，資料番号 B504，東北大学（2015 年 9 月 25 日） 

41. 計測自動制御学会 学術奨励賞，2016 年 2 月 23 日 

受賞論文：澁澤直樹，市地慶，張曉勇，本間経康，髙井良尋，吉澤誠：放射線治療のための

混合正規分布モデルを用いた X 線透視画像シーケンスからの腫瘍輝度成分抽出・強調，計

測自動制御学会 東北支部 50 周年記念学術講演会，資料番号 A203，東北大学（2014 年 12

月 11 日） 

42. 第 44 回人工心臓と補助循環懇話会学術集会ポスター賞「基礎１」，2016 年 3 月 5 日 

受賞論文：池川彩夏，田中明，吉澤誠，白石泰之，山家智之：回転型血液ポンプの電流－回

転数間のダイナミクスを利用した逆流状態の推定，第 44 回人工心臓と補助循環懇話会学術

集会，資料番号 PB-03，宮城県宮城郡松島町（2016 年 3 月 5 日） 

43. SICE Annual Conference 2016 Poster Presentation Award，2016 年 9 月 23 日 

受賞論文：Zhang Xiaoyong, Homma Noriyasu, Ichiji Kei, Sugita Norihiro, Takai Yoshihiro, 

Yoshizawa Makoto: A Real-Time Homography-Based Tracking Method for Tracking Deformable 

Tumor Motion in Fluoroscopy, Proceedings in 2016 SICE Annual Conference , Tsukuba.（2016 年 9

月） 

44. 日本バーチャルリアリティ学会 貢献賞，2016 年 9 月 15 日 

吉澤 誠：20 年間の学会活動への貢献 

45. 計測自動制御学会東北支部 優秀発表奨励賞，2016 年 11 月 25 日 

受賞論文：戸塚健介，八巻俊輔，杉田典大，吉澤誠：「適応 IIR フィルタを用いた小型 RF モ

ーションセンサ信号からの心拍間隔推定」，計測自動制御学会東北支部第 305 回研究集会，

資料番号 305-8，会津大学（2016 年 11 月 25 日） 

46. Student Awards The Best Paper Prize, IEEE Sendai Section 

受賞論文：高野寛己，張曉勇，本間経康，吉澤誠，``Classification of Benign and Malignant Masses 

in Mammogram by Using Deep Convolutional Neural Network,’’ 平成 29年度電気関係学会東北

支部大会, 2B07（August 2017） 

47. 2017年システム・情報部門 SSI優秀発表賞および SSI研究奨励賞 
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受賞論文：鈴木真太郎, 張曉勇, 高根侑美, 川住祐介, 石橋忠司, 本間経康,吉澤誠, ``乳がん

病変検出のための深層学習を用いた計算機支援診断システム,’’ 計測自動制御学会 システム・

情報部門 (November 2017). 

48. 2017年システム・情報部門 SSI優秀論文賞 

受賞論文：齊藤望, 市地慶, 張曉勇, 本間経康, 新藤雅大, 髙井良尋, 吉澤誠, ``肺がん放射線

治療のため X 線動画像中の標的腫瘍のアフィン変換に基づく追跡法,’’ 計測自動制御学会 シス

テム・情報部門 (November 2017).  

49. 東北大学総長教育賞，2018年 3月 27日 

受賞対象：東北大学サイエンスカフェ・ワーキンググループおよび総務企画部広報課社会連携推

進室による東北大学サイエンスカフェの活動 

50. FAN運営委員会 最優秀論文賞, 2018年 9月 27日 

受賞論文：新藤雅大, 市地慶, 本間経康, 張曉勇, 杉田典大, 八巻俊輔, 髙井良尋, 吉澤誠, ``

マーカレス腫瘍追跡のための隠れマルコフモデルを用いた X 線動画像からの物体輝度抽出,’’ 

OS3B-8 ST-18-046 第 28回インテリジェント・システム・シンポジウム（FAN2018）, 神奈川県横浜市 

横浜国立大学理工学部講義棟 A, 2018年 9月 26日 - 27日（Sep. 2018） 

51. 電気学会 優秀論文発表賞 A賞，2019年 1月 12日  

受賞論文：新藤雅大, 市地慶, 本間経康, 張曉勇, 杉田典大, 八巻俊輔, 髙井良尋, 吉澤誠, ``

マーカレス腫瘍追跡のための隠れマルコフモデルを用いた X 線動画像からの物体輝度抽出,’’ 

2018 年システム研究会優秀論文発表会，ST-18-046，東京工業大学キャンパス・イノベーションセ

ンター（Jan. 2019） 

52. Bronze Prize of IEEE GCCE 2019 Excellent Paper Award, 2019 年 12月 5日 

受賞対象： Akira Tanaka, Misaki Kumagai, Makoto Yoshizawa, "Non-contact assessment of 

peripheral hemodynamics by using video plethysmography, " IEEE 8th Global Conference on 

Consumer Electronics, pp. 133-135, (Oct. 2019) 

53. 計測自動制御学会東北支部 55周年記念学術講演会東北支部 優秀発表奨励賞 

受賞対象：奥田隼梧，市地慶，本間経康，張暁勇，吉澤誠, "4次元 CT補間に基づく隠れマルコフ

モデルを用いた X 線動画像中の腫瘍像描出性能向上", 計測自動制御学会東北支部 55 周年記

念学術講演会 ，A-06，東北大学工学部青葉記念会館（2019年 12月 16日）  

54. 計測⾃動制御学会 東北⽀部第 329回研究集会 優秀発表奨励賞 

受賞対象：今佑太朗，本間 経康, 張 暁勇, 吉澤 誠, "Feature fusion に基づく深層学習を用いた

乳房 X 線画像上の小病変検出", 計測⾃動制御学会 東北⽀部第 329 回研究集会，329-7，米

沢市（2020年 10月 31日） 

55. 日本人工臓器学会 特別会員（2020 年 11 月 12 日） 

吉澤 誠：長年の学会への貢献 

56. 計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2020 (SSI2020) SSI優秀論文賞 

受賞対象：堀池 巧,市地 慶,本間 経康, 張 暁勇, 吉澤 誠, "肺がん放射線治療のための目標
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範囲提示型呼吸誘導システムによる呼吸動態再現性向上の試み", 計測自動制御学会 システ

ム・情報部門 学術講演会 2020 (SSI2020) ，SS1-1-4，オンライン開催（2020年 11月 15日）  

57. 日本バーチャルリアリティ学会フェロー，202１年 3月 26日 

吉澤 誠：理事・大会長・各賞受賞など長年の学会への貢献 

報道 

1. 遠隔診療システム開発中（出演・執筆 新聞 河北新報）(2010) 

2. モバイル医療システム実験開始（出演・執筆 テレビ 宮古テレビ）(2010) 

3. 遠隔医療へ実証実験（出演・執筆 新聞 琉球新報）(2010) 

4. 携帯使う遠隔医療実験（出演・執筆 新聞 沖縄タイムス）(2010) 

5. 電子診療鞄で生体情報送信（出演・執筆 新聞 宮古毎日新聞）(2010) 

6. 高解像画像で遠隔診療（出演・執筆 新聞 宮古新報）(2010) 

7. 特別版！驚きの足こぎ車いす（出演・執筆 テレビ）(2012) 

8. 最先端研究やさしく解説，連載にあたって 【科学の泉】（出演・執筆 新聞 河北新報）(2013) 

9. 現実の感覚をそっくり再現，バーチャルリアリティーの医療応用① 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）

(2013) 

10. 外科手術でも活躍，バーチャルリアリティーの医療応用② 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）(2013) 

11. ゲーム感覚のリハビリ，バーチャルリアリティーの医療応用③ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）

(2013) 

12. 足こぎ車いすの技能をチェック，バーチャルリアリティーの医療応用④ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北

新報）(2013) 

13. 街を実感できる歩行器，バーチャルリアリティーの医療応用⑤ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）

(2013) 

14. 遠隔地の超音波診断，バーチャルリアリティーの医療応用⑥ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）

(2013) 

15. 100回スペシャル来月末開催，サイエンスカフェ⑤ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）(2013) 

16. ネットで質疑応答 先駆け，サイエンスカフェ⑥ 【科学の泉】（執筆 新聞 河北新報）(2013) 

17. 科学を身近に 10年目，東北大学サイエンスカフェ（執筆 新聞 朝日新聞・宮城県版）(2014) 

18. 電池交換無しで連続 7 日間の心電波形伝送が可能な小型心電計の開発と製品化に成功（その他 そ

の他 東北大学プレスリリース）(2014) 

19. 「在宅患者向け小型心電計―東北大」キャンパス発この一品（資料提供 新聞 日本経済新聞）(2015) 

20. 「心電波形連続 1週間伝送可能」，「小型心電計患者見守る」（資料提供 新聞 河北新報）(2015) 

21. 「科学の泉」最終回にあたって（出演・執筆 新聞 河北新報）(2015) 

22. 前に立つだけで血行状態が映る「魔法の鏡」 カメラ映像から可視化（資料提供 雑誌 日経デジタル

ヘルス）(2016) 

23. 鏡の前に立つだけで 血行状態を表示 東北大が装置開発（資料提供 新聞 日刊工業新聞）(2016) 

24. 血行状態モニタリング装置（魔法の鏡）（出演・執筆 テレビ フジテレビ）(2016) 
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25. 血行状態ディスプレイ「魔法の鏡」，特別展：血液ツアーズ 人体大解明の旅（資料提供 その他）

(2019) 

26. 血行状態モニタリング装置「魔法の鏡」（出演・資料提供 テレビ NHK仙台放送局）(2019) 

27. 未来の健康管理「日常人間ドック」（出演・資料提供 テレビ 東日本放送）(2019) 

28. 未来への挑戦 東北大学 工学部（出演・執筆 テレビ 東進 TV）(2020)  

29. 新型コロナで規制緩和 遠隔医療の現状と課題（出演 テレビ 東北放送）(2020） 

 

特許 

（登録） 

1. 発明者：山家智之，丸山満也，川田浩，吉澤誠，田中明，杉田典大，金野敏，仁田新一，西條芳文，

宗像正徳，発明名称：「血圧反射機能測定装置」（特許第 4789203号），登録日：2011年 7月 29日 

2. 発明者：古田律克，吉澤誠，山家智之，杉田典大，発明名称：「情報処理プログラム，情報処理装置，

情報処理システム，および情報処理方法」（特許第 4936479号），登録日：2012年 3月 2日 

3. 発明者：二ツ山幸樹，難波晋治，中川剛，吉澤誠，杉田典大，中村信志，発明名称：「空調装置」（特許

第 4968023号），登録日：2012年 4月 13日 

4. 発明者：木下広幸，吉澤誠，石橋純一，清水一夫，発明名称：「不整脈信号検出装置および除細動装

置」（特許第 5028579号），登録日：2012年 7月 6日 

5. 発明者：吉澤誠，阿部誠，杉田典大，ケンジ・バウ，山中篤，発明名称：生体状況評価装置および生体

評価信号算出方法（特許第 5161671号），登録日：2012年 12月 21日 

6. 発明者：山本佳奈子，吉澤誠，清水一夫，小林正敏，発明名称：心臓状態解析装置および除細動装

置（特許第 5181149号），登録日：2013年 1月 25日 

7. 木村 賢治，山家 智之，川島 隆太，阿部 恒之，吉澤 誠：車両用自律神経機能診断装置、車両用自

律神経機能診断方法，（特許第 5390851号），登録日：平成 25年 10月 18日 

8. 発明者：吉澤 誠，杉田典大，狩野佑介，山家智之，発明名称：自律神経機能測定装置（特許第

5408751号），登録日：2013年 11月 15日 

9. 発明者：テルマ・ケイコ･スガイ，吉澤 誠，阿部 誠，清水一夫，発明名称：不整脈信号検出装置の作

動方法および不整脈信号検出装置（特許第 5500625号），登録日：2014年 3月 20日 

10. 発明者：Goro Abe, Tomoyuki Yambe, Norihiro Sugita, Makoto Yoshizawa, Tadao Nakayama，発明名称：

STORAGE MEDIUM HAVING GAME PROGRAM STORED THEREIN, GAME APPRATUS, GAME 

SYSTEM, AND GAME PROGRAMING METHOD,” 米国出願番号 12/856,885，（特許 US8,678,935），

登録日：2014年 3月 25日 

11. 発明者：吉澤誠，杉田典大，山家智之，阿部誠，発明名称：生体情報処理プログラム、生体情報処理

装置、生体情報処理方法および生体情報処理システム, 特願 2010-104521，（特許 5578515），登録

日：2014年 7月 18日 

12. 発明者：古田律克，阿部悟郎，吉澤 誠，杉田典大，山家智之，発明名称：呼吸指示プログラムを記録



40 

 

した記録媒体、呼吸指示装置、呼吸指示システム、および呼吸指示処理方法, 特願 2010-133425，

（特許 5578518），登録日：2014年 7月 18日 

13. 発明者：Noriyasu Homma, Yoshihiro Takai, Haruna Endo, Kei Ichiji, Masao Sakai, Makoto Yoshizawa，

発 明 名 称 ： SIGNAL-PROCESSING DEVICE, SIGNAL-PROCESSING PROGRAM, AND 

COMPUTER-READABLE RECORDING MEDIUM WITH A SIGNAL-PROCESSING PROGRAM 

RECORDED THEREON,”Patent No.: US 8837863 B2, Date of Patent: Sep. 16, 登録日 2014年 9月 16

日.  

14. 発明者：古田律克，阿部悟郎，吉澤 誠，杉田典大，山家智之，発明名称：ゲームプログラム、ゲーム

装置、ゲームシステム、およびゲーム処理方法, 特願 2010-027970，（特許 5656160），登録日：2014年

12月 5日 

15. 発明者：古田律克，阿部悟郎，吉澤 誠，杉田典大，山家智之，発明名称：ゲームプログラム、ゲーム

装置、制御方法、およびゲームシステム, 特願 2010-012500，（特許 5721067），登録日：2015年 4月 3

日 

16. 発明者：古田律克，吉澤 誠，杉田典大，山家智之．情報処理プログラム，発明名称：情報処理装置，

情報処理方法および情報処理システム．特願 2010-016033，（特許 5804405），登録日：2015年 9月 11

日 

17. 発明者：高森哲弥，吉澤 誠，本間経康，杉田典大，阿部 誠，田中 明，発明名称：脈波伝搬速度の

測定方法およびシステム並びに撮像装置，特願 2013-504122，出願日：2013 年 10 月 22 日，特許

6072893，登録日：2017年 1月 13日 

18. 発明者：Goro Abe, Makoto Yoshizawa, Norihiro Sugita, Tomoyuki Yambe, Chie Kawabe，発明名称：

STORAGE MEDIUM HAVING GAME PROGRAM STORED THEREIN, GAME APPRATUS, GAME 

SYSTEM, AND GAME PROGRAMING METHOD. 米国出願番号 12/781,295，（特許 US9,604,141 

B2），登録日：2017年 3月 28日 

19. 発明者：Makoto Yoshizawa, Norihiro Sugita, Tomoyuki Yambe, Norikatsu Furuta，発明名称：STORAGE 

MEDIUM HAVING STORED THEREON INFORMATION PROGRAM, AND INFORMATION 

PROCESSING DEVICE. 米国出願番号 12/559,667，（特許 US9,623,330 B2），登録日：2017 年 4 月

18日 

20. 発明者：吉澤誠、杉田典大，発明名称：生体情報計測装置、生体情報計測プログラム、及び生体情報

計測方法. 出願番号：特願 2017-230362（出願日 2017 年 11 月 30 日），特許第 6020999 号, 登録日

2019年 11月 29日 

21. 発明者：本間経康, 酒井正夫, 市地慶, 澁澤直樹, 張曉勇, 阿部誠, 杉田典大, 吉澤誠, 髙井良尋, 

発明名称：画像処理装置、画像処理方法、及び、画像処理プログラム. 

国際出願番号: PCT/JP2015/60275（2015年3月31日），特許番号：特許第6524497号, 登録日2019年5

月17日 

22. 発明者：高森 哲弥, 吉澤 誠, 本間 経康, 杉田 典大, 阿部 誠, 田中 明, 発明名称：PULSE 

WAVE VELOCITY MEASUREMENT METHOD AND SYSTEM, AND IMAGING DEVICE. 中国出
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願番号201380074359.7（出願日2013年10月22日）, 登録番号3411077, 登録日2019年6月11日 

23. 発明者：Norikatsu Furuta, Makoto Yoshizawa, Tomoyuki Yambe, Norihiro Sugita, 発明名称：STORAGE 

MEDIUM HAVING STORED THEREON RESPIRATORY INSTRUCTION PROGRAM, 

RESPIRATORY INSTRUCTION APPARATUS, RESPIRATORY INSTRUCTION SYSTEM, AND 

RESPIRATORY INSTRUCTION PROCESSING METHOD. 出願番号12/856,865,（出願日2010年8月

16日）,  登録番号US 10,424,218 B2, 登録日2019年9月24日 

24. 発明者：吉澤誠，杉田典大，阿部誠，山家智之，本間経康，小原一誠，田中明，堀畑友希，発明

名称：生体情報計測装置、生体情報計測方法及び生体情報計測プログラム．特願 2016-032467（出

願日 2016 年 2 月 23 日），特開 2016-190022（公開日 2016 年 11 月 10 日），特許第 6683367 号，

登録日 2020 年 3 月 30 日 

25. 発明者：Makoto Yoshizawa, Tomoyuki Yambe, Norihiro Sugita, Norikatsu Furuta, 発明名称：STORAGE 

MEDIUM HAVING STORED THEREON INFORMATION PROCESSING PROGRAM, AND 

INFORMATION PROCESSING DEVICE．出願番号 US 14/844,781（出願日 2015 年 9 月 3 日），登

録番号 US 10,709,978 B2，登録日 2020 年 7 月 14 日 

（出願） 

1. 発明者：吉澤 誠，半田康延，関 和則，田中 明，発明名称：運動機能障害者用リハビリテーション支

援装置，出願番号：特願 2002-294642，出願日：2002年 10月 8日 

2. 発明者：本間経康，武井一典，石橋忠司，酒井正夫，吉澤誠，発明名称：画像診断支援システム，画

像診断支援システム，画像診断支援方法および画像診断支援プログラム，出願番号：特願 2007-

134230，出願年月日：2007年 5月 21日 

3. 発明者: 山家 智之，関 隆志，吉澤 誠，伊東 大介，荒井 啓行，発明名称：偽鍼，偽磁気絆創膏，

及び，これらを用いた二重盲検試験方法，特願 2006-271105，特開 2008-093348，公開日：平成 2008

年 4月 24日   

4. 発明者：古田律克，阿部悟郎，吉澤 誠，杉田典大，山家智之，発明名称：ゲームプログラム、ゲーム

装置、ゲームシステム、およびゲーム処理方法，出願番号：特願 2010-119847，出願日：2010年 5月 25

日 

5. 発明者：本間経康，高井良尋，遠藤春奈，吉澤 誠，発明名称：追尾照射放射線治療のための X 線透

視画像を用いた腫瘍形状・位置変動の同時推定法，出願番号：特願 2010-160009，出願日：2010 年 7

月 14日 

6. 発明者：本間経康，高井良尋，遠藤春奈，市地慶，酒井正夫，吉澤誠，発明名称：信号処理装置，信

号処理方法，信号処理プログラム及び信号処理プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録

媒体並びに放射線治療装置，PCT/JP2011/66007 (Publication No: WO2012/8500) PCT出願日：2011

年 7月 13日 

7. 発明者：古田律克，吉澤 誠，杉田典大，山家智之，発明名称：情報処理プログラムを記録した記録媒

体および情報処理装置，出願番号：米国特許番号 13/861,599，出願日：2013年 4 月 12日 
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8. 発明者：吉澤 誠，杉田典大，阿部誠，山家智之，本間経康，小原一誠，発明名称：生体情報計測装

置及び生体情報計測方法，出願番号：特願 2015-070270，出願日：2015年 3月 30日 

9. 発明者：本間経康，酒井正夫，杉田典大，吉澤誠，張暁勇，阿部誠，市地慶，澁澤直樹，発明名称：X

線透視の確率的逐次背景差分による対象（軟部組織）追跡技術の発明，PCT/JP2015/60275, 出願日

2015年 3月 31日 

10. 発明者：Tetsuya Takamori, Makoto Yoshizawa, Noriyasu Homma, Norihiro Sugita, Makoto Abe, Akira 

Tanaka，“Pulse wave velocity measurement method,” (特願 2013-47014) 米国出願（14/840,656），ドイツ

出願（112012006788.9），中国出願（201380074359.7）, Sep 14, 2015 

11. 発明者：吉澤 誠，杉田典大，阿部誠，山家智之，本間経康，小原一誠，発明名称：生体情報計測装

置及び生体情報計測方法，日本出願：特願 2016-032467，国際出願：PCT/JP2016/059253，出願日：

2016年 2月 23日 

12. 発明者：半田康延、関和則、吉澤誠、杉田典大，発明名称：トレーニング方法及びトレーニング装置， 

PCT/JP2017/9659（出願日 2017年 3月 10日） 

13. 発明者：肥後徳仁，大見拓寛，山高大乗，神生陽介，山田公一，吉澤誠，杉田典大，堀畑友希，松嵜

朋也，発明名称：生体情報計測装置、生体情報計測プログラム、及び生体情報計測方法，特願 2017-

203359, 出願日 2017年 10月 20日 

14. 発明者：吉澤誠、杉田典大，発明名称：生体情報計測装置，生体情報計測プログラム，及び生体情報

計測方法，特願 2017-230362, 出願日 2017年 11月 30日 

15. 発明者：吉澤誠、杉田典大，発明名称：信号制御装置、信号制御プログラム，及び信号制御方法，特

願 2018-58836，出願日 2018年 3月 26日 

16. 発明者：本間経康，市地慶，新藤雅大，杉田典大，吉澤誠，髙井良尋，``画像処理装置，画像処理方

法および画像処理プログラム,’’ 出願番号：特願 2018- 88462，出願日：2018年 5月 1日 

17. 発明者：吉澤誠，杉田典大，発明名称：血圧推定装置，血圧推定方法及び血圧推定プログラム，野呂

泰平，特願 2019-104885, 出願日 2019年 6月 4日 

 

科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振） 

1. 基盤研究 (C) 1993年 4月 － 1994年 3月 

[人工現実感を利用した人間の空間知覚特性の解析に関する研究] 

2. 基盤研究 (C) 1994年 4月 － 1995年 3月 

[時系列モデルを用いた心筋最大エラスタンス E_< max> の非侵襲的推定法に関する研究] 

3. 基盤研究 (C) 1997年 4月 － 1999年 3月 

[補助循環における心室最大エラスタンス Emax の低侵襲的推定システムの開発] 

4. 基盤研究 (C) 2000年 4月 － 2002年 3月 

[パラメータ最適化法による心室最大エラスタンス Emax の低侵襲的推定システムの開発] 
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5. 基盤研究 (C) 2002年 4月 － 2004年 3月 

[臨床応用可能な心室最大エラスタンス Emax の非侵襲的推定システムの開発] 

6. 基盤研究 (B) 2006年 4月 － 2007年 3月 

[バーチャル · サイクリングチェアを用いた高次脳機能障害検査システムの開発] 

7. 基盤研究 (B) 2006年 4月 － 2008年 3月 

[非侵襲的心機能推定システムの臨床評価] 

8. 文部科学省仙台地域知的クラスター創成事業（文部科学省地域イノベーションクラスター事業）2007 年

4月 － 2012年 3月 

[先進予防型健康社会創成クラスター構想] 

9. (挑戦的) 萌芽研究 2011年 4月 － 2015年 3月 

[ゲーム機用センサを使った循環制御系の役割分担仮説の検証と健康度モニタリング] 

10. 基盤研究 (B) 2012年 4月 － 2016年 3月 

[3D 酔い」の発症条件探索と立体映像のリスク判定システムの開発] 

11. (挑戦的) 萌芽研究 2012年 4月 － 2016年 3月 

[【震災のための再申請】ゲーム機用センサを使った循環制御系の役割分担仮説の検証と健康度モニ

タリング] 

12. 基盤研究 (B) 2016年 4月 －  2020年 3月 

[人工的立体視のリスク軽減と臨場感 · 迫真性増強方法に関する研究] 

13. (挑戦的) 萌芽研究 2017年 4月 － 2020年 3月 

[リアルタイム自律神経世界地図の構築] 

14. 基盤研究 (B) 2020年 4月 －  2024年 3月 

[自動運転の不都合な真実―運転者の乗り物酔いの自動検知と防止に関する研究] 

 

国際共同研究や特筆すべき研究活動等 

1. 国際標準化機構（ISO）の International Workshop Agreement（IWA）策定委員会「International 

Workshop on Image Safety」において「Visually-induced motion sickness」分野の Technical Comments

を担当し，映像の生体影響評価に関する国際標準策定に関する最新手法として，映像酔いに関す

る新しい自律神経系指標に関する提案．（2004 年 12 月 7 日） 

2. 生体ナノ電子科学国際教育拠点の事業推進委員として，外国人研究者（アリゾナ大学 Metin Akay

教授）を 1 週間受け入．（2006 年 3 月） 

3. 文科省知的クラスター創成事業の一環として，東北大学と民間企業 7 社のコンソーシアムを設

立し，モバイル環境において高画質映像を中心とした生体情報を簡便に伝送できるシステムを

訪問診療・集団検診・救急現場・災害時などでユビキタスに使用するための電子診療鞄の開発を

進め，実証実験を実施（2009 年 3 月） 

4. 文科省知的クラスター創成事業で開発した遠隔医療システム「電子診療鞄」を，東日本大震災後
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の気仙沼市の避難所の被災者に適用し，仮設住宅などにおける被災者の医療や介護にとって，本

システムが有効な手段であることを確認．（2011 年 6 月） 

5. チェコ共和国チェコ工科大学との時系列予測に関する共同研究を進め，客員研究員および外国

人留学生の受け入れ．（2008 年～2013 年） 

6. 足こぎ車いすの普及活動． 

7. 総長裁量経費に基づいて，遠隔医療システム「電子診療鞄」を東日本大震災後の気仙沼市の特別

療養老人ホーム「恵潮苑」に適用し，被災地の医療や介護にとって，本システムが有効な手段で

あることを確認．（2011 年 10 月～2012 年 9 月） 

8. チェコ工科大学と大学間学術交流協定を，サイバーサイエンスセンター，医学系研究科，医工学

研究科を参加部局として締結．（2016 年 6 月） 

9. 文科省・学術振興機構センターオブイノベーション・プロジェクト（COI ストリーム）におい

てプロジェクトリーダーとして遠隔・非接触的に生体情報を抽出する装置「魔法の鏡」を開発

し，感染症対策等にも有効な遠隔医療システムとして多くのメディアに注目されその社会実装

に貢献．（2015 年 4 月～現在） 

10. スマート・エイジング学際重点研究センター人間福祉工学部門 部門長として，さりげないセン

シング技術のスマート・エイジング分野への応用研究を推進．（2017年 4月～現在） 

 

学外の社会活動 

⚫ 中学生のためのコンピュータ · グラフィクス講座（公開講座） 2001年 4月 － 2019年 12月 

⚫ 「東北大学サイエンスカフェ」（公開講座） 2007年 1月 － 2020年 3月 

⚫ 東日本大震災後の気仙沼市の避難所における「電子診療鞄」を使用した被災者の遠隔健康相談

（ボランティア活動） 2011年 6月 － 2011年 6月 

⚫ 「電子診療鞄」の東日本大震災後の特養老人ホーム「恵潮苑」へ適用（ボランティア活動） 2011 年

10月 － 2012年 12月 

⚫ ブリティッシュカウンシル主催「クリスマスレクチャー」の共催（公開講座） 2012 年 1 月 － 2012 年 7

月 

⚫ NHK 主催「公開復興サポート明日へ in 東北大学」の共催（公開講座） 2012 年 9 月 － 2013 年

2月 

⚫ NHK 主催「マイケル · サンデル白熱教室」の共催（公開講座） 2012年 9月 － 2013年 2月 

⚫ 足こぎ車いすの普及活動（ボランティア活動） 2013年 3月 － 2013年 3月 

⚫ Google サイエンスジャム 2015（その他） 2015年 7月 － 2015年 11月 
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外部機関における活動 

⚫ Displays Guest Editor  2010年 01月 － 2012年 12月 

⚫ 河北新報連載「科学の泉」編集 WG 編集委員長 2013年 04月 － 2015年 04月 

⚫ Google サイエンスジャム 2015 審査委員 2015年 11月 － 2015年 11月 

⚫ 独立行政法人日本学術振興会 特別研究員等専門委員及び国際事業委員会書面審査員 · 書面

評価員 2016年 08月 － 2017年 07月 

⚫ 独立行政法人日本学術振興会 卓越研究員候補者選考委員会書面審査員 2017 年 05 月 － 

2017年 07月 

⚫ 仙台市文化観光局指定管理者選定委員会 仙台市文化観光局指定管理者選定委員会委員 2019

年 07月 － 2020年 03月  

 

学内活動 

１）全学 

⚫ 学際科学国際高等研究センター運営専門委員会委員（2004年 4月～2013年 3月） 

⚫ 広報戦略推進会議委員（2007年 4月～2021年 3月） 

⚫ 研究教育基盤技術センター運営専門委員会委員（2007年 4月～2017年 3月） 

⚫ 六ヶ所村センター(仮称)構想検討委員会委員（2007年 4月～2021年 3月） 

⚫ 東北大学基金企画推進室員（2014年 4月 15 日～2021年 3月） 

⚫ 総長特別補佐（社会連携担当）（2014年 4月 1日～2021年 3月） 

⚫ 「東北大学サイエンスカフェ」コーディネータ（公開講座） 2007年 1月 － 2021年 3月，毎年約

13回 

⚫ 東北大学萩友会 副事務局長・広報委員長として各地交流会・ホームカミングデーを開催し，本

学構成員・同窓生の帰属意識の醸成に貢献（2013年 4月 1日～2021年 3月） 

⚫ 東北大学スマート・エイジング学際重点研究センター人間福祉工学研究部門長(2017 年 4 月～

2021年 3月) 

２）情報シナジー機構・情報シナジーセンター・サイバーサイエンスセンター 

⚫ 情報シナジーセンター運営専門委員会委員（2001年 4月～2009年 3月） 

⚫ サイバーサイエンスセンター運営委員会委員（2009年 4月～2021年 3月） 

⚫ 情報シナジー機構全学ポータルサイトWG委員長（2009年 4月～2012年 3月） 
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⚫ 情報シナジー機構企画調整会議委員（2009年 4月～2021年 3月） 

⚫ 「中学生のためのコンピュータ・グラフィクス講座」を代表として主催（2002 年～2019 年，毎年 1

回） 

３）工学部・大学院工学研究科 

⚫ 工学部入試検討委員会委員（2011年 4月～2021年 3月） 

⚫ 工学部教務委員（2004年 4月～2005年 3月） 

⚫ 工学部教務委員会副委員長（2009年 4月～2010年 3月） 

⚫ 創造工学センター運営専門委員（2005年 4月～2021年 3月） 

４）電気情報系 

⚫ 学部系内教務委員（2004年 4 月～2005 年 3 月，2006 年 4 月～2010年 3 月，2018年 4月～

2021年 3月） 

⚫ 学部系内教務委員長（2004年 4月～2005年 3月，2008年 4月～2009年 3月） 

⚫ 大学院系内教務委員（2003年 4月～2004年 3月） 

⚫ 系内復興創成委員会委員（2011年 10月～2018年 3月） 

⚫ 系内復興創成委員会委員長（2018年 4月～2021年 3月） 
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